
２００３・３・１６�　用途地域　環境 広報

この部分の建築が
規制される

この高さで
制限した場合

高さ制限のイメージ

は
、
そ
の
美
し
さ
ゆ
え
に
山
を

訪
れ
る
登
山
者
の
残
す
ご
み
に

悩
ま
さ
れ
、
紅
葉
シ
U
ズ
ン
の

那
須
で
は
、
車
の
渋
滞
に
よ
っ

て
沿
道
の
大
気
が
汚
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

本
来
エ
コ
ツ
ア
U
は
、
こ
の

よ
う
な
観
光
者
に
よ
る
資
源
の

破
壊
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
適

切
な
ル
U
ル
と
ガ
イ
ド
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る

も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

日
本
で
も
昔
か
ら
「
山
に
入

っ
た
ら
動
植
物
を
む
や
み
に
持

ち
帰
ら
な
い
」
と
か
、
「
鎮
守

の
森
な
ど
の
神
聖
な
場
所
を
地

域
で
守
る
」
と
い
っ
た
暗
黙
の

ル
U
ル
が
あ
り
ま
す
。
理
想
的

な
エ
コ
ツ
ア
U
は
、
こ
う
し
た

ル
U
ル
や
土
地
の
決
ま
り
を
守

り
つ
つ
、
地
元
を
良
く
知
る
ガ

イ
ド
に
導
か
れ
な
が
ら
、
そ
の

地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
を

満
喫
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

と
い
っ
て
も
、
何
も
辺
境
の

地
へ
行
く
こ
と
だ
け
が
エ
コ
ツ

ア
U
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近

な
自
然
や
ま
ち
の
歴
史
、
地
域

固
有
の
文
化
を
知
る
「
小
さ
な

旅
」
で
あ
っ
て
も
、
エ
コ
ツ
U

リ
ズ
ム
の
理
念
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
限
り
立
派
な
エ
コ
ツ
ア

U
と
呼
べ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

三
鷹
で
も
、
近
い
将
来
そ
ん
な

ツ
ア
U
が
実
現
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
エ
コ
ツ
ア

U
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
回
の
テ
U
マ
は
「
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
」
で
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５

２
３

み
な
さ
ん
、
「
エ
コ
ツ
U
リ

ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
国
連
が
提
唱
す
る

「
国
際
エ
コ
ツ
U

リ
ズ
ム
年
」

で
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
で
も

「
エ
コ
ツ
U
リ
ズ
ム
」
の
考
え

に
基
づ
き
、
小
笠
原
諸
島
の
一

部
を
自
然
環
境
促
進
地
域
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

エ
コ
ツ
U
リ
ズ
ム
を
一
言
で

い
え
ば
、
「
自
然
の
魅
力
を
活

か
し
、
そ
の
保
護
と
適
正
な
利

用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
新
し
い

観
光
の
あ
り
方
」
で
す
。

こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
今
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
ツ
ア
U
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
久
島

の
森
林
を
体
験
す
る
ツ
ア
U
や

沖
縄
の
海
を
満
喫
す
る
ツ
ア

U
、
白
神
山
地
の
自
然
を
考
え

る
ツ
ア
U
な
ど
で
、
中
に
は
、

普
通
の
旅
行
と
何
ら
変
わ
り
な

い
と
感
じ
る
も
の
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ツ
ア
U
の
特
徴
と

し
て
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

は
「
観
光
に
よ
っ
て
地
域
の
資

源
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
適

切
に
管
理
・
保
護
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
日
本
一
の
富
士
山

況
を
勘
案
し
て
指
定
容
積
率
を
減

ら
し
ま
す
。

fl
特
別
商
業
活
性
化
地
区

三
鷹

駅
前
の
中
心
市
街
地
活
性
化
エ
リ

ア
な
ど
の
商
業
地
域
お
よ
び
容
積

率
300
％
以
上
の
近
隣
商
業
地
域
を

対
象
と
し
て
、
店
舗
や
事
務
所
等

の
用
途
を
誘
導
す
る
た
め
、
「
特

別
商
業
活
性
化
地
区
」
（
仮
称
）

を
指
定
し
ま
す
。

‡
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成
地
区

工
業
・
業
務
が
混
在
し
て
い
る

地
域
や
東
八
道
路
な
ど
の
幹
線
道

路
に
つ
い
て
は
、
都
市
型
産
業
、

地
場
産
業
な
ど
を
育
成
す
る
た

め
、
「
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成

地
区
」（
仮
称
）
を
指
定
す
る
。

·
特
別
文
教
・
研
究
地
区

大

学
、
専
修
学
校
、
研
究
施
設
が
存

在
す
る
地
域
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
学
校
、
研
究
施
設
な
ど
の
用

途
を
誘
導
す
る
た
め
、
「
特
別
文

教
・
研
究
地
区
」
（
仮
称
）
を
指

定
す
る
。

※
検
討
案
の
内
容
は
、
市
の
ホ

U
ム
ペ
U
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

【
意
見
を
聴
く
会
】

▽
３
月
27
日
œ
＝
牟
礼
、
28
日

–
＝
大
沢
、
31
日
Ã
＝
連
雀
、
４

月
１
日
Õ
＝
井
口
、
２
日
Œ
＝
新

川
中
原
、
３
日
œ
＝
井
の
頭
（
本

館
）
、
５
日
—
＝
三
鷹
駅
前
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
開

催
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
３
時

〜
５
時
、
６
時
〜
８
時
。
都
合
の

よ
い
時
間
帯
の
中
で
自
由
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

５

三
鷹
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

13
号
線（
牟
礼
六
丁
目
地
内
466
A
、

幅
員
16
A
）
の
関
係
図
書
の
縦
覧

を
、
都
市
計
画
課
（
市
役
所
５
階

R
番
窓
口
）
で
実
施
中
で
す
。

こ
の
道
路
は
、
昨
年
５
月
に
事

業
説
明
会
を
開
催
、
そ
の
後
測
量

作
業
を
行
い
、
今
年
の
２
月
５
日

に
事
業
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
行
わ
れ
る
用
地
買
収
に
つ

い
て
、
地
権
者
の
方
々
な
ど
を
対

象
に
用
地
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
３
月
24
日
Ã
午
後
７
時
か
ら
牟

礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

４

２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
玉
川
上

水
ク
リ
U
ン
作
戦
に
は
、
一
般
の

方
、
東
部
・
井
の
頭
・
三
鷹
駅
前

周
辺
の
住
民
協
議
会
、
造
園
業
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
警
察
署
の
協

力
に
よ
る
約
110
人
の
参
加
で
、
大

橋
〜
牟
礼
橋
の
三
鷹
市
全
域
約
4.8

H
の
美
化
を
行
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３

提
出
漏
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

３

三
鷹
市
と
調
布
市
が
共
同
で
進

め
て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て
の
整
備
基
本
計
画
素
案
を
検

討
す
る
、
有
識
者
、
市
民
な
ど
か

ら
な
る
委
員
会
の
第
８
回
会
議
。

▽
３
月
26
日
Œ
午
後
７
時
〜
９

時
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
U
で
。

▼
傍
聴
な
ど
、
く
わ
し
く
は
ご
み

対
策
課
ò
内
線
２
５
３
１
へ
。

透
明
か
半
透
明
の
袋
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

３

三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U

運
営
協
議
会
主
催
。
物
が
た
く
さ

ん
製
造
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
る

今
、
本
当
の
循
環
型
社
会
と
は
。

▽
３
月
31
日
Ã
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
協
議
会
ò
43
―
７
８
７
４

３
月
31
日
Ã
で
、
武
蔵
野
三
鷹

地
区
保
健
衛
生
組
合
が
解
散
す
る

こ
と
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
第

１
処
理
場
（
焼
却
場
）
の
名
称
を

「
三
鷹
市
環
境
セ
ン
タ
U
」
に
変

更
し
ま
す
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

３

◆
利
用

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
な

ど
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
開

館
。
ま
ち
づ
く
り
の
資
料
や
図
書

多
数
。

▼
く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
U
ò
０

４
２
６
―
48
―
９
１
２
９
・
¿
０

４
２
６
―
31
―
１
１
５
７
・
Ｅ
メ

U
ルm

atidukuri@
shintosh

i.or.jp

へ
。

東
京
都
新
都
市
建
設
公
社
で

は
、
多
摩
地
域
に
お
け
る
住
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
お
手
伝

い
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
U
」
を
八
王
子
市
内
に
設
立
し

て
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
、
多
摩
地
域
の

保
健
所
が
扱
っ
て
い
た
動
物
（
犬

や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
動
物
）
に

関
す
る
業
務
は
、
「
動
物
愛
護
相

談
セ
ン
タ
U
多
摩
支
所
」
へ
移
管

し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
U
ò
042

―
581
―
７
４
３
５
へ
。

◆
簡
単
ハ
ン
ド
ワ
U
ク
「
ビ
U
ズ

・
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
指
輪
づ
く
り
」

▽
３
月
19
日
Œ
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
。
家
に
あ
る
ビ
U

ズ

（
サ
イ
ズ
・
種
類
は
自
由
、
数
量

は
適
宜
）
、
直
径
0.5
C
の
の
び
る

テ
グ
ス
１
巻
、
ビ
U
ズ
用
の
針
を

持
参
す
る
。

▼
同
工
房
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
。
先
着
15
人
。

◆
食
用
廃
油
か
ら
石
け
ん
作
り
講

習
会

▽
３
月
26
日
Œ
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
。ゴ
ム
手
袋
１
組
持
参
、汚
れ

て
も
い
い
服
装
で
。
自
宅
に
食
用

廃
油
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
無
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
）。

▼
当
日
、
直
接
同
工
房
へ
。

∞
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水

・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
開
館
）
ò
34
―
３
１
９

リ

サ

イ

ク

６ル

う
。く

わ
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
U

ム
ペ
U
ジhttp://w

w
w
.m
aff.

go.jp/nouyaku/

で
。

お
疲
れ
様
で
し
た

「
玉
川
上
水

ク
リ
U
ン
作
戦
」
に

110
人
が
参
加

平
成
14
年
度

集
団
回
収
事
業

補
助
金
の
申
請
は

３
月
31
日
Ã
ま
で

三
鷹
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
13
号
線
の

用
地
説
明
会

途
地
域
に
関
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
３
月
29
日
—
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
U

で
。
講
師
は
市

民
活
動
法
人
東
京
ラ
ン
ポ
の

庄
嶋
孝
広
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
く

わ
し
く
は
大
沢
住
民
協
議
会

事
務
局
ò
32
―
６
９
８
６
へ
。

研
究
会
へ
の
入
会
も
受
付
中
。

大
沢
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
を
議
論
・
検
討
し
、

そ
の
成
果
を
地
域
の
み
な
さ

ん
に
提
案
す
る
「
大
沢
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
」
で
は
、
用

大
沢
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
の
講
演
会

「
ま
ち
づ
く
り
と

用
途
地
域
」

ご
み
出
し
は

中
身
の
見
え
る
袋
で
é

第
１
処
理
場
の
名
称
が

「
三
鷹
市
環
境
セ
ン
タ
U
」に

新
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画

検
討
委
員
会

動
物
関
係
業
務
が

保
健
所
か
ら

「
動
物
愛
護
相
談

セ
ン
タ
U
」
へ
移
管

「
ま
ち
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
U
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

講
演
会

循
環
型
社
会
を
問
う

用
地
域
の
第
１
種
高
度
地
区

‡
高
さ
の
最
高
限
度
25
A
＝
fl
·

‚
以
外
の
地
区

·
高
さ
の
最
高
限
度
35
A
＝
商
業

地
域
で
‚
を
除
い
た
地
区
お
よ
び

第
１
種
住
居
地
域
の
第
３
種
高
度

地
区
で
防
火
地
域
を
定
め
た
地
区

‚
高
さ
の
最
高
限
度
を
定
め
な
い

地
区
＝
再
開
発
促
進
地
区
（
三
鷹

駅
南
口
約
17
D
）
内
の
商
業
地
域

（
た
だ
し
、
同
地
区
内
の
路
線
式

商
業
地
域
を
除
く
）。

◆
新
た
な
防
火
規
制
区
域
の
指
定

木
造
建
築
物
が
密
集
し
て
い
る

準
防
火
地
域
の
う
ち
、
都
市
計
画

道
路
（
調
布
保
谷
線
）
沿
道
で
建

ぺ
い
率
お
よ
び
容
積
率
を
緩
和
す

る
地
域
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の

不
燃
化
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
防
火
規
制
区

域
を
指
定
し
ま
す
。

◆
特
別
用
途
地
区
の
導
入

政
策
誘
導
と
し
て
の
土
地
利
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
対
象

に
、
用
途
地
域
の
変
更
、
特
別
用

途
地
区
の
指
定
な
ど
を
行
い
ま

す
。
以
下
の
fl
〜
·
に
掲
げ
る
特

別
用
途
地
区
に
お
い
て
は
、
特
別

用
途
地
区
の
趣
旨
に
適
合
す
る
施

設
を
設
け
な
い
場
合
、
周
辺
の
状

◆
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定

将
来
の
開
発
可
能
性
の
高
い
地

域
に
あ
る
、
第
１
種
低
層
住
居
専

用
地
域
を
対
象
に
、
最
低
敷
地
規

模
を
100
平
方
A
に
指
定
し
ま
す
。

◆
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を

定
め
る
高
度
地
区
の
指
定

住
環
境
の
保
護
や
良
好
な
都
市

景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
、
建
築
物
の
高
さ

の
最
高
限
度
を
指
定
し
ま
す
。

fl
高
さ
の
最
高
限
度
10
A
（
既
指

定
済
み
）
＝
第
１
種
低
層
住
居
専

■
検
討
案
の
主
な
内
容

「
エ
コ
ツ
U
リ
ズ
ム
」

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』
Á

ミ
ヨ

お
詫
び

市政のことで、あなた自
身の利害に関わる苦情があ
りましたらお気軽にご相談
ください。
市役所２階ò内線2215・¿
48―2810

※時間は午後１時30分～
４時30分。
�予約制です。事前にご連
絡ください。

総合オンブズマン相談室

相　談　日

３月20日(木)

３月27日(木)

４月３日(木)

４月10日(木)

池田理知子さん

山±　源三さん

池田理知子さん

山±　源三さん

担当総合オンブズマン

３
月
10
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改

正
農
薬
取
締
法
で
は
、
fl
無
登
録

農
薬
の
製
造
、
輸
入
、
使
用
の
禁

止
（
販
売
は
従
来
か
ら
禁
止
）
、

‡
農
薬
使
用
基
準
に
違
反
す
る
農

薬
使
用
の
禁
止
、
·
罰
則
の
強
化

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
家

庭
菜
園
や
花
壇
・
芝
の
手
入
れ
を

す
る
方
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
農
林

水
産
省
登
録
の
農
薬
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
適
切
に
使
い
ま
し
ょ

家
庭
菜
園
や

花
壇
に
も
適
用
¿

農
薬
取
締
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

現
在
、
東
京
都
は
平
成
16
年
度
を
目
途
に
用
途

地
域
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
都
市
計

画
決
定
は
東
京
都
が
行
い
ま
す
が
、
変
更
の
検
討

案
な
ど
は
三
鷹
市
が
作
成
し
、
７
月
ご
ろ
東
京
都

へ
提
出
し
ま
す
。

市
で
は
１
月
に
決
定
し
た
「
用
途
地
域
等
の
指

定
に
関
す
る
三
鷹
市
の
基
本
方
針（
素
案
）」
を
も

と
に
、具
体
的
な
検
討
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
検
討
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
意
見
を
聴
く

会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
教
育
セ
ン
タ

U
が
作
成
し
た
学
校
教
材
用

Ｃ
Ｄ
中
に
お
い
て
、
週
刊
文

春
付
録
Ｃ
Ｄ
の
一
部
を
承
諾

な
く
コ
ピ
U
す
る
な
ど
、
著

作
権
に
関
し
文
藝
春
秋
社
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
、

二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会


